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下出 崇輝 審査結果の要旨 
論文審査の結果の要旨 
 下出崇輝氏（毛呂山キャンパス精神医学）の学位審査委員会は、2019 年 2 月 25 日に毛呂山キ
ャンパス本部棟 1 階会議室で審査委員全員が出席して開催された。 
 初めに、申請者の履歴、倫理審査等について確認を行った後、申請者による発表が行われた。 
 

























9. ADHD の患者さんでは注意を要し長時間（110 分）にわたる課題遂行は難しいのではないか？ 
症状が顕著でない例で明らかになるような方法ができるとよい。→症状が顕著な場合は診断は
困難ではない。症状が顕著でない成人例で有効な検査の確立を目標としている。 







下出 崇輝 審査結果の要旨 
分かりやすかった。申請者は、質問・コメントに対して十分な知識をもって的確にかつ誠実に対
応した。研究結果は症状が顕著でない ADHD の診断の指標として注意切換えの検査が有用である
可能性を示したものとして評価され、審査委員全員一致で適格と判定された。 
 
